
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め定められた所定時間分のアナログの入力映像情報をデジタル化して記録ディスクに
記録しつつ、その記録ディスクに記録された記録映像情報を

最大で前記所定時間まで遡って再生可能な時間差再生機能を有する情報再生装置において
、
　

入力映像情報に含まれているコ
ピーガード信号を検知して前記コピーガード信号が含まれる旨の検知情報を発生する

検知部と、
　デジタル化された入力映像情報を

所定時間分を超え
た 前記記録ディスクの記録の先頭位置から上書き記録し、前記記録ディスクに記録
された記録映像情報を再生する際に、前記記録ディスクに記録された

再生すると同時に再生 前記記録映像情報を前記記録ディスクか
ら順次に消去する記録再生部と、
　前記記録再生部により再生されたデジタルの再生映像情報
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再生するとともに、その再生
動作を一時中断したのちに前記記録ディスクの記録映像情報の再生動作を再開する際に、

前記アナログの入力映像情報をデジタル化するアナログ／デジタル変換部と、
　前記アナログ／デジタル変換部によりデジタル化された

コピ
ーガード

前記記録ディスクに記録して録画ファイルを形成する
記録処理と、前記コピーガード検知部が発生した検知情報をこれに対応する映像情報の記
録時間帯に関連付けながら前記記録ディスクに記録してコピーガード参照ファイルを形成
する記録処理とを並行して実行するとともに、前記入力映像情報が前記

ときに
前記記録映像情報と

共に前記検知情報を 済みの

のうちの前記検知情報と記録



デジタルの再生映像情報
をアナログ化 するアナログ／デジタル変換部と、
　

備えていることを特徴とする情報再生装置。
【請求項２】
　予め定められた所定時間分のアナログの入力映像情報をデジタル化して記録ディスクに
記録しつつ、その記録ディスクに記録された記録映像情報を

最大で前記所定時間まで遡って再生可能な時間差再生機能を有する情報再生装置において
、
　 入力映像情報に含まれているコピーガ
ード信号を検知して前記コピーガード信号が含まれる旨の検知情報を発生する

検知部と、
　

前記記録ディスクに記録された記録映像情
報を再生する際に、前記記録ディスクに記録された

再生する処理部と、
　前記処理部により再生された再生映像情報

前記コピーガード信号を付加 付加部

を備えていることを特
徴とする情報再生装置。
【請求項３】
　前記処理部が、前記記録ディスクに記録された記録映像情報を再生すると同時に再生さ
れた前記記録映像情報を前記記録ディスクから順次に消去することを特徴とする請求項２
に記載の情報再生装置。
【請求項４】
　前記処理部が、アナログの入力映像情報をデジタル化するアナログ／デジタル変換部と
、前 デジタル化された入力映像情報の前記記録ディス
クへの記録及び前記記録ディスクに記録された記録映像情報の再生を行う前記記録再生部
と、前記記録再生部により再生されたデジタルの再生映像情報をアナログ化

デジタル／アナログ変換部とを備えていることを特徴とする請求項２または３
に記載の情報再生装置。
【請求項５】
　前記処理部が、前記入力映像情報が前記所定時間分を超えるときには前記入力映像情報
を前記記録ディスクの記録の先頭位置から上書き記録することを特徴とする請求項２ない
し４のいずれかに記載の情報再生装置。
【請求項６】
　前記時間差再生機能により前記記録ディスクに記録された記録映像情報を所定時間遡っ
て時間差再生するその所定時間を可変設定するための設定部を備えていることを特徴とす
る請求項２ないし５のいずれかに記載の情報再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、予め定められた所定時間分の入力映像情報を記録ディスクに記録しつつ、そ
の記録ディスクに記録された記録映像情報を、最大でその所定時間まで遡って再生可能な

10

20

30

40

50

(2) JP 3671882 B2 2005.7.13

時間帯が対応する再生映像情報にのみコピーガード信号を付加するコピーガード付加部と
、
　前記コピーガード付加部によりコピーガード信号が付加された

して出力端子に出力
前記記録ディスクに記録された記録映像情報を時間差再生することが可能な前記所定時

間を可変設定する設定部とを

再生するとともに、その再生
動作を一時中断したのちに前記記録ディスクの記録映像情報の再生動作を再開する際に、

前記アナログの入力映像情報がデジタル化された
コピーガー

ド
デジタル化された入力映像情報を前記記録ディスクに記録して録画ファイルを形成する

記録処理と、前記コピーガード検知部が発生した検知情報をこれに対応する映像情報の記
録時間帯に関連付けながら前記記録ディスクに記録することによりコピーガード参照ファ
イルを形成する記録処理とを並行して実行し、

前記記録映像情報と共に前記検知情報
を

のうちの前記検知情報と記録時間帯が対応す
る再生映像情報にのみに するコピーガード と、
　前記コピーガード付加部によりコピーガード信号が付加されたデジタルの再生映像情報
をアナログ化して出力端子に出力するアナログ／デジタル変換部と

記アナログ／デジタル変換部により

して出力端子
に出力する



時間差再生機能を有する情報再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、時間差再生機能を有する情報再生装置では、例えば２時間分のアナログの入力映像
情報をデジタル化して記録ディスクであるハードディスクに記録し、ハードディスクの記
録情報を最大で２時間前まで遡って再生することができる。
【０００３】
ところで、映画その他の映像情報に関しては、著作権保護のために違法コピーが禁止され
ており、そのための技術としてマクロビジョン (Macrovision)仕様があり、これは特許掲
載公報第２８９５６２９号や特開２０００－３０８００６号公報に記載のように、アナロ
グの映像信号のバースト期間にコピーガード信号を付加するというものである。
【０００４】
この仕様によれば、アナログ方式のＶＣＲ (Video Cassette Recorder )によって映像信号
をコピーしようとすると、映像信号と共にダミーの同期信号及びカラーバースト信号がビ
デオテープに記録されるため、映像信号を正常に再生することができなくなって違法コピ
ーが防止されるのである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
一方、上記した時間差再生機能を有する情報再生装置の場合、コピーを目的としてハード
ディスクに映像情報を記録するものではなく、本来の目的はある時間を遡って再生するこ
とであるため、上記したマクロビジョンのようなコピーガード信号が付加されたアナログ
の入力映像情報であっても時間差再生を行えるようにすることが望まれている。
【０００６】
このように、コピーガード信号が付加されたアナログの入力映像情報であっても、時間差
再生機能を有する情報再生装置により時間差再生を可能にするには、再生後にハードディ
スクの記録情報を消去すると共に、再生された映像情報に違法コピーを防止するためにコ
ピーガード信号を付加する必要がある。
【０００７】
しかしながら、この種情報再生装置には、このようにコピーガード信号を付加する機能を
備えたものはなく、従来の時間差再生機能を有する情報再生装置ではコピーガード信号が
付加されたアナログの入力映像情報を時間差再生することができない。
【０００８】
ところで、上記した特許掲載公報第２８９５６２９号や特開２０００－３０８００６号公
報のほか、特許掲載公報第３１２８９５９号、特開平６－７０２８２号公報などにおいて
違法コピーを禁止する技術が記載されているが、これらの装置は、本願発明のような時間
差再生機能を有する情報再生装置に関するものではない。
【０００９】
そこで、本発明は、コピーガード信号が付加された入力映像情報の時間差再生が可能な情
報再生装置を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記した目的を達成するために、本発明は、予め定められた所定時間分のアナログの入
力映像情報をデジタル化して記録ディスクに記録しつつ、その記録ディスクに記録された
記録映像情報を

最大で前記所定時間まで遡って再生可能な時
間差再生機能を有する情報再生装置において、

入力映像情報に含まれているコピーガード信号を検知して前記コピーガード信号が含ま
れる旨の検知情報を発生する 検知部と、デジタル化された入力映像情報を
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再生するとともに、その再生動作を一時中断したのちに前記記録ディスク
の記録映像情報の再生動作を再開する際に、

前記アナログの入力映像情報をデジタル化
するアナログ／デジタル変換部と、前記アナログ／デジタル変換部によりデジタル化され
た

コピーガード 前
記記録ディスクに記録して録画ファイルを形成する記録処理と、前記コピーガード検知部



所定時間分を超え 前記記録ディスクの記録の先
頭位置から上書き記録し、前記記録ディスクに記録された記録映像情報を再生する際に、
前記記録ディスクに記録された 再生すると同時に
再生 前記記録映像情報を前記記録ディスクから順次に消去する記録再生部と、
　前記記録再生部により再生されたデジタルの再生映像情報

デジタルの再生映像情報
をアナログ化 するアナログ／デジタル変換部と、

備えていることを特徴としている。
【００１１】
　このような構成によれば、アナログの入力映像情報に含まれるコピーガード信号が

検知部により検知されてコピーガード信号が含まれる旨の検知情報が発生され、
アナログ／デジタル変換部により、アナログの入力映像情報がデジタル化され 記
録再生部 デジタル化された入力映像情報

【００１２】
　そして、記録再生部により、記録ディスクに記録された記録映像情報が再生される際に
検知情報も一緒に再生され、 同時に再生された記録映像情報が記録ディスクか
ら順次に消去され、

出力端子に出力される。
【００１３】
そのため、コピーガード信号が付加されたアナログの入力映像情報であっても、時間差再
生を行うことができ、記録ディスクには再生後の情報は一切残ることがなく、しかも元の
入力映像情報と同じくコピーガード信号が付加された映像情報を出力端子から出力するこ
とができて後段における違法コピーを防止することができる。
【００１４】
　また、本発明は、予め定められた所定時間分のアナログの入力映像情報をデジタル化し
て記録ディスクに記録しつつ、その記録ディスクに記録された記録映像情報を

最大で前記所定時間まで遡って再生可能な時間差再生機能を有する情報
再生装置において、 入力映像情報に含ま
れているコピーガード信号を検知して前記コピーガード信号が含まれる旨の検知情報を発
生する 検知部と、

前記記録ディ
スクに記録された記録映像情報を再生する際に、前記記録ディスクに記録された

再生する処理部と、前記処理部により再生された再生映像
情報 前記コピーガー
ド信号を付加 付加部と
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が発生した検知情報をこれに対応する映像情報の記録時間帯に関連付けながら前記記録デ
ィスクに記録してコピーガード参照ファイルを形成する記録処理とを並行して実行すると
ともに、前記入力映像情報が前記 たときに

前記記録映像情報と共に前記検知情報を
済みの

のうちの前記検知情報と記録
時間帯が対応する再生映像情報にのみコピーガード信号を付加するコピーガード付加部と
、前記コピーガード付加部によりコピーガード信号が付加された

して出力端子に出力 前記記録ディスクに
記録された記録映像情報を時間差再生することが可能な前記所定時間を可変設定する設定
部とを

コピ
ーガード

たのち、
が、 を前記記録ディスクに記録して録画ファイル

を形成する記録処理と、前記コピーガード検知部が発生した検知情報をこれに対応する映
像情報の記録時間帯に関連付けながら前記記録ディスクに記録してコピーガード参照ファ
イルを形成する記録処理とを並行して実行する。このように録画ファイルとコピーガード
参照ファイルとを共有化したことにより、時間差再生機能を有する情報再生装置において
、コピーガード信号が付加されたアナログの入力映像情報を記録ディスクに記録すること
が可能になる。

この再生と
再生されたデジタルの再生映像情報のうちの前記検知情報と記録時間

帯が対応する再生映像情報にのみコピーガード信号を付加されたのち、このコピーガード
信号が付加されたデジタルの再生映像情報がアナログ化されて

再生すると
ともに、その再生動作を一時中断したのちに前記記録ディスクの記録映像情報の再生動作
を再開する際に、

前記アナログの入力映像情報がデジタル化された

コピーガード デジタル化された入力映像情報を前記記録ディスクに記録
して録画ファイルを形成する記録処理と、前記コピーガード検知部が発生した検知情報を
これに対応する映像情報の記録時間帯に関連付けながら前記記録ディスクに記録すること
によりコピーガード参照ファイルを形成する記録処理とを並行して実行し、

前記記録
映像情報と共に前記検知情報を

のうちの前記検知情報と記録時間帯が対応する再生映像情報にのみに
するコピーガード 、前記コピーガード付加部によりコピーガード信

号が付加されたデジタルの再生映像情報をアナログ化して出力端子に出力するアナログ／



を備えていることを特徴としている。
【００１５】
　このような構成によれば、入力映像情報に含まれるコピーガード信号がコピーガード検
知部により検知されてコピーガード信号が含まれている旨の検知情報が発生され、処理部

そして、処理部により、記録ディスクに記録された記録映像情報が再生される際に
検知情報も一緒に再生され、 付加部により、

コピーガード信号が付加
コピーガード信号が付加された入力映像情報であっても、時間差再生を行うことがで

き、元の入力映像情報と同じ コピーガード信号が付加された映像情報を出力端子か
ら出力することができて後段での違法コピーを防止することができる。
【００１６】
また、本発明は、前記処理部が、

再生 記録映像情報
を ディスクから順次に消去することを特徴としている。このような構成によれば、

部に 記録ディスク 記録映像情報 再生
記録ディスク されて記録ディスクに残らないため、違法コピーとなる

ことがない。
【００１７】
　また、本発明は、前記処理部が、アナログの入力映像情報をデジタル化するアナログ／
デジタル変換部と、 デジタル化された入力映像情報
の前記記録ディスクへの記録及び前記記録ディスクに記録された記録映像情報の再生を行
う前記記録再生部と、前記記録再生部により再生されたデジタルの再生映像情報をアナロ
グ化 するデジタル／アナログ変換部とを備えていることを特徴として
いる。
【００１８】
このような構成によれば、 コピーガード信号が付加さ
れたアナログの入力映像情報

することができる。
【００１９】
また、本発明は、前記処理部が、 前記所定時間分を超える

入力映像情報を前記記録ディスクの記録の先頭位置から上書き記録することを特徴とし
ている。このような構成によれば、限られた容量の記録ディスクを有効に利用することが
でき、本来的に所定時間分の時間差再生を可能にするものであるため、所定時間分を超え
る入力映像情報を記録ディスクの記録の先頭位置から上書きしても実用上何ら支障がない
。
【００２０】
また、本発明は、前記

所定時間を可変設定するための設定部を備えている
ことを特徴としている。このような構成によれば、時間差再生で遡ることのできる最大時
間をユーザの好みに合わせて可変設定することができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
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デジタル変換部と

が、デジタル化された入力映像情報を前記記録ディスクに記録して録画ファイルを形成す
る記録処理と、前記コピーガード検知部が発生した検知情報をこれに対応する映像情報の
記録時間帯に関連付けながら前記記録ディスクに記録してコピーガード参照ファイルを形
成する記録処理とを並行して実行する。このように録画ファイルとコピーガード参照ファ
イルとを共有化したことにより、時間差再生機能を有する情報再生装置において、コピー
ガード信号が付加されたアナログの入力映像情報を記録ディスクに記録することが可能に
なる。

コピーガード 再生映像情報のうちの前記検知
情報と記録時間帯が対応する再生映像情報にのみに前記 されるた
め、

状態で

記録ディスクに記録された記録映像情報を再生すると同
時に記録ディスクに記録された記録映像情報を再生すると同時に された

記録 処
理 より、 に記録された が されると同時に再生された記
録情報が 順次に消去

前記アナログ／デジタル変換部により

して出力端子に出力

アナログ／デジタル変換部により、
がデジタル化され、記録再生部により、デジタル化された入

力映像情報が記録ディスクに記録され、記録ディスクに記録されたデジタルの記録映像情
報が再生され、デジタル／アナログ変換部により、記録再生部により再生された再生映像
情報がアナログ化されるように

前記入力映像情報が ときには前
記

時間差再生機能により前記記録ディスクに記録された記録映像情報
を所定時間遡って時間差再生するその



この発明の一実施形態について図１及び図２を参照して説明する。但し、図１はブロック
図、図２は動作説明図である。
【００２２】
本実施形態における情報再生装置は、例えば図１に示すように構成されている、即ち、衛
星放送用受信アンテナ１を介して、衛星放送受信用チューナを備えたセットトップボック
ス（以下、ＳＴＢと称する）２により衛星放送が受信されると、その受信信号がデコーダ
３に入力されてその受信信号にかけられている所定方式のスクランブルがデコーダ３によ
り解除され、スクランブル解除後の衛星放送の入力映像情報が情報再生装置５の入力端子
ＴＩ１に入力される。また、その他のアナログの入力映像情報は、情報再生装置５のもう
ひとつの入力端子ＴＩ２に入力されるようになっている。
【００２３】
そして、図１に示すように、これら入力端子ＴＩ１またはＴＩ２に入力されるアナログの
入力映像情報は情報再生装置５に入力され、時間差再生される。この情報再生装置５は、
アナログ／デジタル変換部（以下、Ａ／Ｄと称する）５１、コピーガード検知部５２、記
録再生部５３、コピーガード付加部５４、デジタル／アナログ変換部（以下、Ｄ／Ａと称
する）５５、設定部５６及び記録ディスクであるハードディスクＨＤを備えている。ここ
で、Ａ／Ｄ５１、記録再生部５３及びＤ／Ａ５５により、本発明の処理部が構成されてい
る。
【００２４】
アナログの入力映像情報が入力端子ＴＩ１またはＴＩ２を介して入力されると、Ａ／Ｄ５
１により入力映像情報はデジタル化され、コピーガード検知部５２によりコピーガード信
号が付加されているかどうか検知される。このとき、コピーガードが上記したマクロビジ
ョン方式である場合には、Ａ／Ｄ５１及びコピーガード検知部５２として、フィリップス
(Philips )社の型番ＳＡＡ７１１３Ｈのビデオ入力用ＩＣを利用することができ、このＩ
Ｃによれば、アナログ／デジタル変換が可能で、かつマクロビジョンによるコピーガード
の有無を検知することができる。
【００２５】
そして、コピーガード検知部５２により、コピーガード信号が検知されたときには、コピ
ーガード信号が含まれる旨の検知情報が発生され、記録再生部５３により、デジタルの入
力映像情報がこの検知情報と共にハードディスクＨＤに記録される。一方、記録再生部５
３により、ハードディスクＨＤに記録された記録映像情報の再生が終了すると同時に、そ
の再生済みの記録映像情報がハードディスクＤＨから順次に消去される。
【００２６】
ハードディスクＨＤへの記録処理についてより詳細に説明すると、記録再生部５３による
記録処理によって、ハードディスクＨＤには、図２（ａ）に示すような録画ファイルが形
成され、この録画ファイルには、アンテナ１及びＳＴＢ２（いずれも図１参照）により受
信される“ニュース”、“映画”、“野球”、“ドラマ”等の衛星放送による各種番組の
映像情報が放送時間帯毎に順次ハードディスクＨＤに記録されていく。
【００２７】
また、このような録画ファイルと並行して、ハードディスクＨＤには、図２（ｂ）に示す
ように、上記した“ニュース”や“映画”等の各番組毎の映像情報について検知情報を記
録したコピーガード参照ファイルが形成され、コピーガード信号がない場合にはその旨を
表わす“０”の検知情報が一定時間毎に繰り返し記録され、コピーガード信号がある場合
にはその旨を表わす“１”の検知情報が一定時間毎に繰り返し記録される。尚、ここでの
一定時間とは、１秒～数秒であるのが好ましい。
【００２８】
例えば、“ニュース”番組の場合には、通常、違法コピーを禁止する必要はなく、“ニュ
ース”番組の映像情報にはコピーガード信号が含まれていないため、“ニュース”番組の
映像情報の記録時間帯には、“００００…００”と“０”の連続する検知情報がコピーガ
ード参照ファイルに記録される。一方、“映画”番組の場合には、違法コピーを禁止する
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必要があり、“映画”番組の映像情報にはコピーガード信号が含まれているため、“映画
”番組の映像情報の記録時間帯には、“１１１１…１１”と“１”の連続する検知情報が
コピーガード参照ファイルに記録されるのである。
【００２９】
ところで、設定部５６にはテンキーをはじめとする各種の操作キーが設けられ、例えばテ
ンキーの操作により、時間差再生を行う場合に遡ることができる最大時間（本発明におけ
る所定時間に相当）の可変設定が行えるようになっており、ユーザは、例えば３０分、１
時間、２時間、３時間、４時間、…のうち所望の時間を選択、設定することができる。
【００３０】
尚、テンキーに代えて、３０分、１時間、２時間等の各時間に対応する選択キーを設け、
これらの選択キーのうちいずれかを操作することで、時間設定を行えるようにしても構わ
ない。
【００３１】
そして、記録再生部５３は、その番組の入力映像情報が設定部５６により設定された時間
を超えるときには、ハードディスクＨＤの記録の先頭位置に戻って上書きしていく。その
ため、設定部５６により設定された時間以上の時間差再生はできないようになっている。
【００３２】
また、記録再生部５３は、ハードディスクＨＤに記録された記録映像情報を再生する際に
、検知情報（図２（ｂ）参照）と共に記録映像情報を再生すると同時に再生済みの記録映
像情報をハードディスクＨＤから順次に消去していく。そのため、再生が終了した映像情
報がハードディスクＨＤに残ることはなく、違法コピー行為には該当しない。尚、再生を
行わなければ、ハードディスクＨＤに記録された記録映像情報が消去されることはない。
【００３３】
更に、記録再生部５３により再生された再生映像情報に検知情報が含まれていれば、コピ
ーガード付加部５４により、その再生映像情報にコピーガード信号が付加され、Ｄ／Ａ５
５によりアナログ化されて出力端子ＴＯを介してテレビジョン受像機等のモニタやＶＣＲ
といった外部表示機器に出力される。但し、再生された再生映像情報に検知情報が含まれ
ていなければ、再生映像情報はそのまま出力される。例えば、コピーガード参照ファイル
において、“映画”番組の記録映像情報には、“１１１１…”の検知情報が記録されてい
るため、映画”番組の再生映像情報にはコピーガード付加部５４によりコピーガード信号
が付加され、“ニュース”番組の再生映像情報にはコピーガード信号は付加されない。
【００３４】
このとき、コピーガードが上記したマクロビジョン方式である場合には、コピーガード付
加部５４及びＤ／Ａ５５として、フィリップス (Philips )社の型番ＳＡＡ７１２０のデジ
タルビデオエンコーダＩＣを利用することができ、このＩＣによれば、デジタル／アナロ
グ変換が可能で、かつマクロビジョンによるコピーガード信号をバースト期間に付加する
ことができる。
【００３５】
そして、出力端子ＴＯにＶＣＲが接続されている場合に、上記したようにコピーガード付
加部５４によりコピーガード信号が付加された再生映像情報が出力端子ＴＯを介して出力
されると、ＶＣＲによる違法コピーが禁止される一方、テレビジョン受像機等のモニタが
出力端子ＴＯに接続されている場合には、出力端子ＴＯからの再生映像情報にコピーガー
ド信号が付加されていると否とに関係なく、モニタにより再生映像が正常に表示される。
【００３６】
このように、コピーガード検知部５２により、入力映像情報に含まれているコピーガード
信号が検知されると、コピーガード信号が含まれる旨の検知情報、発生され、記録再生部
５３により、この検知情報が入力映像情報と共にハードディスクＨＤに記録される。
【００３７】
そして、記録再生部５３により、ハードディスクＨＤに記録された記録映像情報が再生さ
れる際に検知情報も一緒に再生され、これと同時に再生された記録映像情報がハードディ
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スクＨＤから消去され、コピーガード付加部５４により、検知情報が含まれている再生映
像情報にコピーガード信号が付加されて出力端子ＴＯに出力される。
【００３８】
従って、上記した実施形態によれば、コピーガード信号が付加されたアナログの入力映像
情報であっても、時間差再生を行うことができ、ハードディスクＨＤには再生後の情報は
一切残ることがなく、しかも元の入力映像情報と同じくコピーガード信号が付加された映
像情報を出力端子ＴＯから出力することができて後段での違法コピーを防止することがで
きる。
【００３９】
また、設定部５６により、時間差再生で遡ることのできる最大時間を可変できるため、ユ
ーザの好みに合わせてこの最大時間を設定することができる。
【００４０】
なお、上記した実施形態では、マクロビジョン方式のコピーガードを例として挙げたが、
本発明が適用できるのは、マクロビジョン方式に限定されるものではない。
【００４１】
また、上記した実施形態では、コピーガード信号が付加されたアナログの入力映像情報の
時間差再生を行う場合について説明したが、コピーガード信号が付加されたデジタルの入
力映像情報であっても、本発明を適用することができて、上記した実施形態と同等の効果
を得ることができる。
【００４２】
更に、上記した実施形態では、記録ディスクとしてハードディスクＨＤを用いた場合につ
いて説明したが、記録ディスクはハードディスクに限定されるものでないのは勿論である
。
【００４３】
また、本発明は上記した実施形態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない限り
において上述したもの以外に種々の変更を行うことが可能である。
【００４４】
【発明の効果】
　以上のように、請求項１に記載の発明によれば、

【００４５】
　また、請求項２に記載の発明によれば、入力映像情報に含まれるコピーガード信号がコ
ピーガード検知部により検知されてコピーガード信号が含まれている旨の検知情報が発生
され、処理部
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アナログの入力映像情報に含まれるコ
ピーガード信号がコピーガード検知部により検知されて検知情報が発生され、記録再生部
が、デジタル化された入力映像情報を前記記録ディスクに記録して録画ファイルを形成す
るとともに前記コピーガード検知部が発生した検知情報をこれに対応する映像情報の記録
時間帯に関連付けながら前記記録ディスクに記録してコピーガード参照ファイルを形成す
るので、この録画ファイルとコピーガード参照ファイルとを共有化したことにより、時間
差再生機能を有する情報再生装置において、コピーガード信号が付加されたアナログの入
力映像情報を記録ディスクに記録することが可能になる。これに加えて、記録ディスクに
記録された記録映像情報が再生される際に検知情報も一緒に再生され、再生済みの記録映
像情報が記録ディスクから順次に消去されて再生後に映像情報が記録ディスクに一切残る
ことがなく、さらに、コピーガード付加部により、再生映像情報のうちの前記検知情報と
記録時間帯が対応する再生映像情報のみに前記コピーガード信号を付加されて、元の入力
映像情報と同じ状態にコピーガード信号が付加された映像情報を出力端子から出力するこ
とができることから、後段での違法コピーを防止することができる。この結果、コピーガ
ード信号が付加された入力映像情報であっても、時間差再生を行うことが可能となる。

が、デジタル化された入力映像情報を前記記録ディスクに記録して録画ファ
イルを形成する記録処理と、前記コピーガード検知部が発生した検知情報をこれに対応す
る映像情報の記録時間帯に関連付けながら前記記録ディスクに記録してコピーガード参照
ファイルを形成する記録処理とを並行して実行するので、この録画ファイルとコピーガー



そして、処理部により、記録ディスクに記録された記録映像情報が再生
される際に検知情報も一緒に再生され、 付加部により、

コピーガード信号が付
加 元の入力映像情報と同じ コピーガード信号が付加された映像情報を
出力端子から出力することができ 後段での違法コピーを防止することが可能とな
る。

【００４６】
また、請求項３に記載の発明によれば、記録ディスクに記録された記録映像情報の再生が

記録ディスクから されるため、
記録ディスク 、違法コピーとなることが
ない。
【００４７】
また、請求項４に記載の発明によれば、

することが可能になる。
【００４８】
また、請求項５に記載の発明によれば、

限
られた容量の記録ディスクを有効に利用することができ、

所定時間 時間差再生
【００４９】
また、請求項６に記載の発明によれば、

時間差再生で遡ることのできる最
大時間をユーザの好みに合わせて可変設定することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施形態のブロック図である。
【図２】この発明の一実施形態の動作説明図である。
【符号の説明】
５　　情報再生装置
５２　コピーガード検知部
５３　記録再生部
５４　コピーガード付加部
５６　設定部
ＨＤ　ハードディスク（記録ディスク）
ＴＯ　出力端子
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ド参照ファイルとを共有化したことにより、時間差再生機能を有する情報再生装置におい
て、コピーガード信号が付加されたアナログの入力映像情報を記録ディスクに記録するこ
とが可能になる。

コピーガード 再生映像情報のうち
の前記検知情報と記録時間帯が対応する再生映像情報にのみに前記

されるため、 状態で
るから、

これにより、コピーガード信号が付加された入力映像情報であっても、時間差再生を
行うことが可能となる。

再生されると同時に再生された記録映像情報が 順次に消去
には再生後に記録映像情報が一切残ることがなく

アナログ／デジタル変換部により、アナログの入
力映像情報がデジタル化され、記録再生部により、デジタル化された入力映像情報を記録
ディスクへの記録と記録ディスクに記録された記録映像情報の再生とを行われ、デジタル
／アナログ変換部により、再生されたデジタルの再生映像情報をアナログ化されるように
することができるため、アナログ対応のモニタ装置等により再生された再生映像情報を視
聴

処理部により、入力映像情報が所定時間分を超え
るときには入力映像情報が記録ディスクの記録の先頭位置から上書き記録されるため、

記録ディスクに記録された記録
映像情報を 遡って することが可能になる。

記録ディスクに記録された記録映像情報を所定時
間遡って再生するその所定時間を可変設定できるため、



【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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